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356

旧清水町・美山町含む

旧芦原町・金津町

旧丸岡町・春江町・坂井町・三国町

旧武生市・今立町

旧越前町・織田町・朝日町・宮崎村

旧南条町・今庄町・河野村

旧松岡町・上志比村含む

旧三方町・上中町

計

雪害受付地域別集計表

平成18年豪雪の報告
昨年12月中旬より降り続いた降雪により、福井県内各地の屋根に多大なる損害が発生しました。

全労済でも、各組合員の皆様からの連絡により、4月現在371件の被害受付となっております。

この被害受付に対しまして、災害対策本部を設置し3月5・6日の2日間にわたり、中日本管内の労済

職員の支援を得て、集中的に現場調査を行い、ほぼ調査終了となっております。

なお、今後発生しうる災害受付に関しましては、適時被災された組合員と連絡をとり速やかに対処

する体制をとっておりますので、雪害に関することがありましたら、ご連絡のほどお願い申し上げます。

連絡先　全労済福井県本部　TEL.0776-26-6123

2006年4月現在

労働問題基礎講座

こ
れ
ま
で
に
な
く
好
評
で
し
た
!!

名
前
の
と
お
り
ガ
ッ
ツ

綱
引
大
会
A
W
・
I
が
優
勝

◎
内
容
を
理
解
で
き
た
97
％

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

　

熱
入
る

◎
職
域
チ
ー
ム
も

　

面
白
い

◎
狭
い
場
所
で
も

　

練
習
可

クレ・サラの金利引き下げを求める運動クレ・サラの金利引き下げを求める運動クレ・サラの金利引き下げを求める運動開始

年　代

性　別

理　解

媒　体

以　降

10～20代
40
男　性
244
良く理解
107

組　合
287
次も参加

174

30代
109
女　性
50

少し理解
178

市町広報
3

わからない

112

40代
81

不理解
6

その他
4

不参加

8

50代
59

その他
3

60代
5

計
294

294

294

294

294

経
済
・
生
活
苦
の
自
殺
者

年
間
約
8
0
0
0
人
!!

署名しよう！

  

多
重
債
務
に
苦
し
む
仲
間
を
救
お
う
！

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
利
用
者
は
年
間
２
０
０
０
万
人
以
上
で
、

国
民
の
６
人
に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。リ
ス

ト
ラ
・
業
績
悪
化
に
よ
る
収
入
減
、
悪
徳
商
法
の
被
害
な
ど

様
々
な
原
因
で
多
重
債
務
に
陥
り
、
人
生
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
。

厳
し
い
取
立
て
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
勤
務
先
を
辞
め
る
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
離
婚
す
る
、
返
済
苦
の
た
め
に
罪
を
犯
す
…
。２

０
０
４
年
の
経
済
・
生
活
苦
に
よ
る
自
殺
者
数
は
７
９
４
７
人
。

平
均
す
る
と
１
日
２
１
人
以
上
。
職
場
の
仲
間
を
守
る
た
め
に

も
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

 
 

出
資
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
上
限
金
利
は
２
９
．２
％
で
す
が
、

民
事
上
有
効
と
さ
れ
て
い
る
の
は
利
息
制
限
法
（
１
５
〜
２
０

％
）に
よ
る
貸
付
で
、そ
の
間
の
金
利
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
。制
限
金

利
を
超
え
て
も
罰
則
が
な
い
た
め
、
平
均
２
５
％
も
の
高
金
利
を

取
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

 

公
定
歩
合
が
０
．１
％
、銀
行
の
貸
出
金
利
が
年
２
％
以
下
に
対

し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
金
利
は
銀
行
金
利
の
10
倍
以
上
。

出
資
法
の
上
限
金
利
を
、
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
早
急

に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

 

２
０
０
３
年
７
月
に
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、

出
資
法
の
上
限
金
利
は
こ
の
法
律
の
施
行
後
３
年
を
目
途
に

見
直
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。い
よ
い
よ
来
年
１
月
。
上
限

金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
、
法
改
正
に
向
け
て
運
動
の
強
化
・
拡

大
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自殺者総数と経済・生活苦による自殺者の推移
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現
在
、
多
重
債
務
者
は
１
５
０
〜
２
０
０
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
る
最
大
の
原
因
は
「
高
す
ぎ
る
利

息
」
。
現
行
の
法
制
は
出
資
法
の
ほ
か
に
利
息
制
限
法
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
業
者
は
出
資
法
と
利
息
制
限

法
の
間
に
あ
る
金
利
を
活
用
。２
０
０
３
年
７
月
に
ヤ
ミ
金
融
対

策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
出
資
法
の
上
限
金
利
は
こ
の
法
律

施
行
後
３
年
を
目
途
に
見
直
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
１

月
ま
で
、
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
、
法
改
正
に
向
け
て
運
動

の
強
化
・
拡
大
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

出資法金利 【年】
（グレーゾーン）

刑事罰対象金利

出資法の上限金利の流れ

合法金利（利息制限法） 【年】

15～20％

109.5％

1983
改正

73.08％
1986
改正

54.75％ 1991
改正

40.004％ 2000
改正

29.2％

署名しよう！

２
０
０
７
年
１
月
法
改
正

上
限
金
利
の
引
き
下
げ
を

   

金
利
２
９
・
２
％
は
高
す
ぎ
る
。

2007年1月
見直し予定

皆さん1,000万署名に全力投入を!!

　

毎
年
各
地
域
単
位
で
開
催
し
て
い
る
講
座
を
、二
月
に
集
中
し
て
開
講
し
ま

し
た
。回
を
重
ね
る
毎
に
テ
ー
マ
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、今
回
は
”
職
場

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
“
を
希
望
し
た
会
場
が
多
く
あ
り
、専
門
医
師

の
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
の
大
雪
に
よ
り
実
施
を
延
期
し
て
い
た
、

第
十
六
回
勤
労
者
綱
引
大
会
を
、三
月
十
二
日
開
催
。

日
程
変
更
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム
は
ほ
ぼ
変
化
な
く
、

三
十
チ
ー
ム
が
力
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。こ
の
大
会
は

県
内
チ
ー
ム
限
定
の
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、綱
引
連
盟

の
方
々
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

〔アンケート結果〕

優　勝

準優勝

第3位

鷹巣綱引クラブ

一般男子の部

寛兵衛

40シグナルズ

スーパーレディース
戦酔漢

一般女子の部

Pure  Women順化

FIRE

AW-I
ガッツチーム

職域の部

大栄電機

信越化学工業（株）

成績結果　　　　　　　福井市北体育館　2006.3.12

会員の皆様へ

ユニオントラベル福井

大感謝企画
なんと、パスポート券が

1,500円です

近畿日本ツーリスト＆
ユニオントラベルスペシャルデー

６つの王国 芝政ワール６つの王国 芝政ワール
ユニオントラベル福井は、日頃お世話になってます会員及び組合員の皆様へ、5月13日
（土）・14日（日）・15日（月）の3日間「芝政ワールド」のスーパーパスポート券を、なんとお一
人様＠1,500円にて限定販売することとなりました。当日は、芝政内のアトラクション施設
（パットゴルフ、ゴーカート、アーチェリー、クレー射撃などのアクティビティや、ジェットコース
ター・バイキングなど）全てが
利用できるスーパーパスポートですので、追加料
金は食費のみ。この機会に、芝政ワールドで楽しい
1日をご家族・お仲間等でお過ごしください。

1.参加資格　組合員ご本人や、そのご家族・友人・知人など
2.参加人員　何名様でも可。（本人、家族、友人、知人など）
3.費　　用　スーパーパスポート券が・・・なんと1,500円　大人、小人（3歳～小学生）同額
　　　　　　　（通常価格＝大人3,500円  小人2,500円）
4.実施日時　平成18年5月13日（土）・14日（日）・15日（月）の3日間いずれか1日のみ。
5.入場方法　芝政ワールド入場ゲートにて、パスポート引換券と当日のパスポートを交換します。
6.申込方法　お電話等にて、直接担当者宛にお申込みください
7.送金方法　お申込み後、担当者へ直接ご入金いただくか、北陸労働金庫各支店のユニオントラベ
　　　　　　ル福井の口座に合計金額をお振り込みください。
　　　　　　担当者が入金と引換に、パスポート交換券をお渡しするか、振り込み入金を確認次第、
　　　　　　パスポート券の引換券をご送付します。

ご利用条件

公益法人として、低い保証料率で
保証業務を行っています。

公益法人として、低い保証料率で
保証業務を行っています。
平成18年3月末実績

●保証残高… 18,142件で472億1,848万円の
保証をしています。

●平成17年4月～平成18年3月の保証引受
4,200件で102億5,987万円の
保証をしました。

●平成17年4月～平成18年3月の代位弁済

116件で1億1,640万円の代位弁
済を行いました。

●現在の保証料率
無担保ローン：年0.6％～年1.6％
有担保ローン：年0.15％～年0.40％

　　　　＊代位弁済の推移＊
平成12年度　152件　162,326千円
平成13年度　125件　108,885千円
平成14年度　143件　149,990千円
平成15年度　145件　132,135千円
平成16年度　115件　187,626千円

＊公益法人としての保証機関は、年2％以上の保証料は認められません。＊

〔開催結果〕

全
労
済
45
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

福井労信協の現況福井労信協の現況福井労信協の現況



(3)　改装第20号　2006年4月 改装第20号　2006年4月　(2)

光道園に点字図書贈呈光道園に点字図書贈呈 労働者
福祉基金協会

　

こ
の
四
月
か
ら
、公
益
法
人（
利

益
を
目
的
と
し
な
い
法
人
）の
会

計
を
処
理
す
る
基
準
が
大
き
く
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
会
館
内
の
四
事
業
団
体
は
全

て
公
益
法
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
を
機
に
、各
団
体
が

個
別
に
処
理
し
て
い
る
会
計
事
務

を
、何
と
か
共
同
化
で
き
な
い
か
、

と
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。四

名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
”
事
業

団
体
事
務
共
同
化
検
討
委
員
会

“
か
ら
三
月
三
十
一
日
、将
来
に

向
け
て
の
活
動
の
強
化
と
効
率
化

の
た
め
、次
の
よ
う
な
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。労
福
協
幹
事
会
は

こ
れ
を
受
け
、こ
の
先
の
組
織
の

あ
り
方
と
活
動
体
制
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
入
居
団
体
会
議
◆

　

年
1
〜
2
回
開
催
し
て

い
る
入
居
団
体
会
議
を
三

月
二
十
四
日
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
年
度
の
賃
貸
料
金
、

自
転
車
置
場
の
整
理
、問

屋
団
地
一
斉
清
掃
、駐
車
場

の
除
草
等
に
つ
い
て
、各
々

か
ら
の
協
力
を
要
請
し
、了

解
さ
れ
ま
し
た
。

◆
県
外
か
ら
視
察
団
◆

　

全
国
会
館
協
議
会
の
加

盟
館
で
あ
る
彦
根
労
働
会

館
か
ら
、十
二
名
の
視
察
団

が
来
館
、間
も
な
く
建
て
替

え
る
た
め
の
参
考
と
す
べ
く
、

各
室
を
案
内
し
ま
し
た
。

◆
酒
井
前
福
井
市
長
来
館
◆

　

十
二
年
の
任
期
を
全
う

し
、二
月
に
退
任
さ
れ
た
酒

井
哲
夫
前
福
井
市
長
が
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
に
来
館

さ
れ
ま
し
た
。当
会
館
建
設

に
あ
た
り
補
助
金
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。長
い
間

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

ろ
う
き
ん
へ
の
公
的

年
金
等
の
振
込
み
を
し

て
い
る
顧
客
の
団
体
で

あ
る『
福
井
県
ろ
う
き
ん

友
の
会
中
央
会
』で
は
、

こ
れ
ま
で
の
念
願
の
目

標
で
あ
っ
た「
年
金
一
万

件
」を
達
成
し
た
こ
と
に

伴
い
、去
る
三
月
三
日

（
金
）、福
井
市
の
厚
生

年
金
会
館
に
お
い
て『
感

謝
の
集
い
』を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平

成
六
年
に
労
金
の
事
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た「
ろ
う
き
ん
へ
の

年
金
指
定
一
万
件
」の
目

標
が
昨
年
七
月
に
晴
れ

て
到
達
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で「
助
け
合

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

を
通
し
て
様
々
な
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
を
お
招
き
す
る
中

で
、労
金
関
係
者
を
含
め

総
勢
八
六
名
の
出
席
の

も
と
、盛
大
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、記
念
式
典

の
あ
と
、各
地
区
友
の
会

よ
り
参
集
さ
れ
た
会
員

の
皆
さ
ん
よ
り
歌
・
踊
り

な
ど
得
意
の
趣
味
を
披

露
さ
れ
る
な
ど
、和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
で
お

互
い
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て

今
後
も「
地
域
に
根
ざ
し

た
」ろ
う
き
ん
友
の
会
を

目
指
し
て
高
齢
者
福
祉

の
運
動
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
も
同
時
に
誓
い
合

い
ま
し
た
。
　

　

労
福
協
と
同
じ
く
労

働
者
福
祉
の
事
業
を
進

め
て
い
る
労
働
者
福
祉

基
金
協
会
は
、平
成
十

七
年
度
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、図
書
の
対
外

贈
呈
を
決
め
て
い
ま
し

た
が
、こ
の
程
光
道
園

に
対
し
て
点
字
図
書

（
六
八
冊
・
約
九
万
五
千

円
）を
贈
呈
し
ま
し
た
。

目
の
不
自
由
な
方
は
書

籍
に
接
す
る
機
会
も
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
、基
金
協
会
の
理

事
会
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。光
道
園
で
は
数
十

名
の
方
々
が
点
字
図
書

を
必
要
と
し
て
お
り
、

今
後
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

○県・市町村・労働者自主福祉
事業団体から出捐金をだして
もらい、その果実で活動する。
（出捐金 約271,600,000円）

○出捐した団体から役員を選
び、理事、監事等11名で構成。
理事長は馬場労福協会長。
労福協と共同して事業団体活
動推進、文化・体育事業、研修
会の開催を行っている。

◆
法
律
問
題
が
多
い
◆

　

県
内
八
市
の
会
場
に
は

深
刻
な
顔
で
受
付
け
す
る

人
、比
較
的
さ
わ
や
か
な
態

度
の
人
、と
様
々
で
し
た
。

相
談
の
内
容
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
、法
律
に

関
わ
る
も
の
が
多
く
、ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
処
法
を
参

考
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
し
た
。

◆
自
治
体
広
報
紙
強
し
◆

　

こ
の
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、毎
回
心
配
す
る
こ

と
は
お
知
ら
せ
の
方
法
で

す
。主
と
し
て
新
聞
広
告
と

自
治
体
広
報
紙
で
す
が
、来

場
者
に
問
い
か
け
る
と
広

報
紙
が
媒
体
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。九
割
の
人
々

が
占
め
て
お
り
、自
治
体
の

信
頼
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
も
い
え
ま
す
。

◆
次
回
は
七
月
に
実
施
◆

　

第
三
年
次
と
な
り
ま
す

が
、来
る
七
月
に
県
下
九
市

で
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
も

広
報
の
役
目
を
果
た
し
て

下
さ
い
。

　

二
〇
〇
六
年
度
に
入

り
、《
ろ
う
き
ん
》も
新
た

な
事
業
方
針
の
も
と
、

様
々
な
行
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。行
動
の
基

本
は『
働
く
も
の
の
生
活

応
援
』に
お
い
て
お
り
、会

員
組
合
員
の
生
活
利
便

向
上
に
む
け
た
運
動
や

未
組
織
勤
労
者
の
方
々

に
幅
広
く「
知
っ
て
も
ら

う
」活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
度
は
北
陸

ろ
う
き
ん
誕
生
か
ら
５

周
年
に
あ
た
り
、こ
れ
を

機
会
と
し
て
ろ
う
き
ん

の
存
在
意
義
を
一
段
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

働
く
も
の
の
生
活
向

上
の
実
現
や
利
便
性
の

追
及
は
そ
の
ま
ま
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
現
れ
て
き

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
中
で
ろ
う
き

ん
と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
、年
代
層
に
よ
っ
て
異

な
る
金
融
ニ
ー
ズ
に
資

産
形
成
・
資
金
需
要
と

い
っ
た
面
で
お
応
え
で
き

る
提
案
を
行
う
こ
と
を

課
題
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、多
重
債
務
の
防
止
・

救
済
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

　

環
境
・
障
害
者
福
祉
と

い
っ
た
分
野
へ
の
社
会
的

活
動
へ
の
参
加
に
も
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。具
体

的
に
は
、預
金
や
ロ
ー
ン

な
ど
の
商
品
へ
の
展
開
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
活
動
助

成
、還
暦
野
球
へ
の
協
賛

や
学
童
野
球
主
催
を
通

じ
た
健
全
育
成
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

二
〇
〇
六
年
度
は
北

陸
ろ
う
き
ん
に
統
合
し

て
５
周
年
と
な
り
ま
す
。

改
め
て『
働
く
も
の
の
ろ

う
き
ん
』と
し
て
、家
計

見
直
し
・
ロ
ー
ン
一
本
化

を
は
じ
め
と
し
た
生
活

応
援
運
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
と
と
も
に
、各

地
域
に
お
い
て
記
念
イ
ベ

ン
ト
や
記
念
懸
賞
な
ど

の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

会
館
内
団
体
の
事
業
共
同
化
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

会
館
内
団
体
の
事
業
共
同
化
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

ユニオンプラザ短信

　

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、次
の
よ
う
な
事
象
が
あ
り
ま
す
。

失
業
・
不
安
定
雇
用
の
拡
大
と
社
会
保
障
制
度
の
危
機

　

○
企
業
の
総
額
人
件
費
消
滅
←
パ
ー
ト
・
派
遣

　

○
契
約
労
働
者
な
ど
不
安
定
の
増
大
←
労
働
組
合
組

　
　

織
率
の
低
下（
2
0
0
4
年
推
定
組
織
率
1
9
.
2
％
）

　

○
フ
リ
ー
タ
ー
、ニ
ー
ト
の
増
加
←
社
会
保
険
未
加
入
、

　
　

未
納
の
増
大
←
社
会
保
険
の
空
洞
化

　

○
正
規
従
業
員
不
足
←
長
時
間
労
働
、過
労
・
ス
ト
レ
　

　

ス
増
加

少
子
・
高
齢
化
の
一
層
の
進
行

　

○
子
育
て
支
援
、介
護
シ
ス
テ
ム
の
遅
れ

　

○
女
性
労
働
者
、パ
ー
ト
等
労
働
者
の
増
加
←
組
織
化

　
　

の
遅
れ

　

○
人
口
減
少
、高
齢
者
人
口
の
急
増
←
労
働
力
減
少

家
族
の
支
え
・
企
業
福
祉
・
公
共
事
業
の
限
界

　

○
少
子
化
、核
家
族
化
←
高
齢
家
族
、単
身
化

　

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

　

○
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
変
化
←
企
業
内
福
祉
の
　

　

抑
制
の
遅
れ

　

重
点
的
に
次
の
よ
う
な
課
題
に
と
り
く
み
ま
す
。

㈰
連
合

　

〜
組
織
率
20
％
未
満
の
危
機
突
破
〜

　

労
働
運
動
の
再
生
・
活
性
化

　

○
労
働
運
動
、労
働
者
福
祉
運
動
の
再
結
集
を
は
か
り
、

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
の
総
力
戦
で
挑
戦
。（
連
合
、労

　
　

福
協
、労
金
、労
済
、志
を
同
じ
く
す
る
N
P
O
等
）

　

○「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
連
合
運
動
」を
め
ざ
し
、地

　
　

協
の
再
編
と
専
従
者
配
置
に
よ
る
取
り
組
み
推
進
。

㈪
労
福
協

　

○
事
業
団
体
、労
働
団
体
、N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

　
　

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

　

○
福
祉
な
ん
で
も
相
談
活
動
の
全
国
展
開

　

○
退
職
者
・
高
齢
者
と
の
連
携
・
支
援
、団
塊
世
代
の
地

　
　

域
活
動
参
加
へ
の
支
援

　

○
現
在
進
め
て
い
る
各
取
り
組
み
の
一
層
の
強
化
・
拡
充

㈫
労
働
金
庫

　

○
連
合
、福
祉
事
業
団
体
、N
P
O
等
と
の
連
携
を
強

　
　

め
、労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
構
築
。

　

○
新
規
加
入
会
員
の
拡
大
、若
年
・
女
性
、組
合
に
組
織

　
　

さ
れ
な
い
一
般
勤
労
者
と
の
取
引
促
進
。

　

○
生
涯
取
引
を
強
化
す
る
た
め
、団
塊
世
代
の「
友
の
　

　

会
」へ
の
加
入
促
進
と
離
・
退
職
者
の
継
続
取
引
の
　
　

た
め
の
受
け
皿
組
織
の
構
築
、「
友
の
会
」と
地
域
互
　
　

助
会
を
包
含
し
た
ク
ラ
ブ
組
織（
仮
称
・
グ
ッ
ド
マ
　
　

ネ
ー
ク
ラ
ブ
）の
検
討
開
始
。

　

○
研
修
会
、学
習
会
、相
談
会
、多
重
債
務
防
止
に
向
け

　
　

た
消
費
者
教
育
の
展
開
な
ど
、生
活
応
援
運
動
の
強

　
　

化
・
推
進
。

㈬
全
労
済

　

○「
生
活
保
障
設
計
運
動
」の
展
開
で
組
合
員
と
接
点
　

　

を
密
接
に
し
、リ
タ
イ
ア
後
も
見
据
え
た「
生
涯
生
　
　

活
保
障
設
計
運
動
」の
実
践
で
生
涯
組
合
員
の
実
現
。

　

○
高
齢
者
向
け
商
品
開
発
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
　

　

通
じ
、リ
タ
イ
ア
後
の
継
続
利
用
。

　

三
月
二
十
三
日
、労
福
協
、連
合
福
井
、労
働
金
庫
県
本

部
、全
労
済
福
井
の
四
者
代
表
が
協
議
し
、こ
の
先
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
む
け
て
の
基
本
的
な
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
ま
す
。

◇
連
合
、労
福
協
、労
働
金
庫
、全
労
済
な
ど
に
よ
る
連
携

　

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）を
強
化
す
る
こ
と
で
、多
様
な
活
　

動
と
地
域
に
お
け
る
安
心
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献
　

す

る
こ
と
を
目
指
す
。

◇
こ
の
た
め
、連
合
が「
地
方
連
合
会
・
地
域
協
議
会
改
革

　

の
具
体
的
実
施
計
画
」（
第
9
回
大
会
議
案
）で
示
す
全

　

国
1
0
0
の
モ
デ
ル「
地
域
協
議
会
」（
地
協
）を
こ
の
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
拠
点
と
す
る
。

◇
連
合
・
地
協
と
各
団
体
と
に
よ
る
共
同
事
業（
活
動
）を

　

運
営
す
る「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）等
　

を
設
け
、一
元
的
な
相
談
対
応
と
各
種
生
活
に
係
る
支
　

援
を
行
う
。

《
各
団
体
の
取
り
組
み
効
果
》

【
連
合
】

　

○
地
域
住
民
た
る
組
合
員
は
じ
め
未
組
織
労
働
者
、市

　
　

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
拡
大

　

○
地
域
に
顔
の
見
え
る
存
在
ア
ピ
ー
ル

【
労
福
協
】

　
　

生
涯
設
計
や
相
談
事
を
総
合
的
に
支
え
、不
安
や
悩

　

み
に
応
え
る
に
は
、労
福
協
だ
け
で
な
く
、財
源
、人
材

　

の
確
保
の
点
か
ら
も
幅
広
い
連
携
が
有
益
。

【
労
働
金
庫
】

　

○
若
年
・
女
性
・
中
小
企
業
・
非
典
型
労
働
者
と
の
取
引

　
　

拡
大（
個
人
加
盟
も
可
能
な「
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」と
の

　
　

取
引
拡
大
）

　

○
離
・
退
職
者
と
の
取
引
継
続

　

○
N
P
O
、市
民
団
体
と
の
地
域
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
網

　
　

の
構
築
に
よ
る
広
範
な
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
支
援
体
制

　
　

の
強
化

　

○
勤
労
者
福
祉
運
動
強
化
に
向
け
た
新
た
な
運
動
展
　

　

開
と
人
的
資
源
の
活
用
。

　

○
地
域
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
。

【
全
労
済
】

　

○
地
域
組
合
員
と
の
接
点
拡
大
に
よ
る
共
済
利
用
者
　

　

の
拡
大

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
に
47
名
来
場

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
む
け
胎
動

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
む
け
胎
動

　

労
福
協
と
連
合
は
、全
国
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、労
働
者
や
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、相
談
事
に
対
し
て
原
則
一
回
で
解
決

で
き
る
、と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、正
式
な
名
称
は
こ
の
先
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
第
二
回
目
と
な
る
、く
ら
し
な

ん
で
も
相
談
会
を
、二
月
の
土
・
日
曜
日
に
実
施
し
ま

し
た
。い
つ
の
世
に
あ
っ
て
も
人
々
に
は
悩
み
が
尽
き

ま
せ
ん
。今
回
も
47
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、解
決
へ

の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
現
状

と
り
く
む
べ
き
課
題

福
井
に
お
け
る
四
団
体
協
議
の
場
を
つ
く
る

1.労働福祉会館に位置する次の団体にあっ　
ては、社団法人の会計基準の見直し期にあ　た
り、まず会計処理のソフトをはじめとす　るIT機
器の共同化を図ることが望ましい。
　　■福井県労働福祉会館
　　■福井県勤労者旅行センター
　　■福井県労働者福祉基金協会
　　■福井県労働者福祉協議会
2.IT機器の共同化に際しては会計担当者を　
限定し、情報漏えい、端末機の集中化、事務　
の合理性に対処することが望ましい。
3.2を前提とするとき、各事業団体の人的流　
動性が生じてくることはさけられない。そ　の解
決策としては労福協帰属と出向方式　が考え
られるが、いづれにしても労働条件　等の整備
は必要であろう。これらの課題を　克服しつつ
将来的には、各事業団体の共同　運営、さらに
可能ならば事業を一元化する　ことが望ましい。
4.2・3を追求するとき、併行して労働会館の　
スペースの見直しを検討することが望ま　しい。
5.これらの計画を実現することと、健全運営　
を目指すためには労福協における態勢を　整
えることが必要であると考える。
以上　答申します。
2006年3月31日
　　　　　  事業団体事務共同化検討委員会

法
律
問
題
の
相
談
多
く

法
律
問
題
の
相
談
多
く

労働者福祉基金協会とは…

福井県消費生活センター委託事業

消費者講
座

だまされるな！
消費者テーマ

嶺　北 嶺　南

 お問合せ先　〒福井市宝永3丁目3-1　生協会館内

（社）ふくい・くらしの研究所　消費者講座係
　　　　TEL.(0776)27-0626　FAX.（0776）21-1910
※この講座は、福井県消費生活センターの委託事業です。
※福井ライフ･アカデミーと連携しています。
※個人情報保護法に基づき、お申込み頂いた住所・氏名・連絡先等は、講座目的以外に
　使用したり、第三者に提供したりいたしません。

7月22日(土)　13：30～15：00　
　　介護保険と成年後見制度を学ぶ
　　～高齢者がねらわれています。
        　　　　　　これからの対策は～
生活弱者の高齢者の消費トラブル防止のため
に、家族や地域がしっかりとガードできるよう、
行政サービスや制度についてしっかりと学習し
ます。　
講師：全国消費生活相談員協会
　　 関西支部消費生活専門相談員
会場：福井県民会館　305号室

6月23日(金)　13：30～15：00
　　消費者被害の防止に向けて
　～消費者契約法の一部改正って？～
私たちの消費生活に大きな役割をもつ消費者
契約法が5年ぶりに改正されます。消費者団体
訴訟制度とはどんな制度なのか、詳しく学習し
ます。　

講師：兵庫県弁護士会 上田孝治氏　会
場：嶺南消費生活センター
　　　　　　　（小浜市小浜白鬚112）

8月19日(土)　13：30～15：00　
　　　悪質商法にまけないぞ！
～ロールプレイングで体感！悪質商法対策～
悪質商法の手口や種類、被害防止のための対
策について実際どのような手口でだまされるの
か、体験学習し、相談事例を通した被害未然防
止のための知識を学びます。　

講師　全国消費生活相談員協会
　　　関西支部消費生活専門相談員会
場：福井県民会館　703号室

7月21日(金)　13：30～15：00
介護保険と成年後見制度を学ぶ
～高齢者がねらわれています。これからの対策は～生
活弱者の高齢者の消費トラブル防止のために、
家族や地域がしっかりとガードできるよう、行
政サービスや制度についてしっかりと学習しま
す。　

講師　全国消費生活相談員協会
　　　関西支部　消費生活専門相談員
会場：嶺南消費生活センター
　　　　　　　（小浜市小浜白鬚112）

9月16日(土)　13：30～15：00
　　消費者被害の防止に向けて
 ～消費者契約法の一部改正って？～私
たちの消費生活に大きな役割をもつ消費者契
約法が５年ぶりに改正されます。消費者団体訴
訟制度とはどんな制度なのか、詳しく学習しま
す。

講師　未定　
会場：福井県民会館　305号室

8月18日(金)　13：30～15：00　　　
　悪質商法にまけないぞ！
～ロールプレイングで体感！悪質商法対策～
悪質商法の手口や種類、被害防止のための対
策について実際どのような手口でだまされるの
か、体験学習し、相談事例を通した被害未然防
止のための知識を学びます。　

講師　全国消費生活相談員協会
       関西支部消費生活専門相談員会
場：嶺南消費生活センター
                    （小浜市小浜白鬚112）

“生活応援”を基盤に展開します“生活応援”を基盤に展開します
ろうきん2006年度事業

『
年
金
一
万
件
達
成
』感
謝
の
集
い

盛
大
に
開
催
!

『
年
金
一
万
件
達
成
』感
謝
の
集
い

盛
大
に
開
催
!

ろ
う
き
ん
友
の
会

（
挨
拶
す
る
太
田
中
央
会
々
長
）

消費者講座
受講生募集

答 申（結論のみ）

123
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(3)　改装第20号　2006年4月 改装第20号　2006年4月　(2)

光道園に点字図書贈呈光道園に点字図書贈呈 労働者
福祉基金協会

　

こ
の
四
月
か
ら
、公
益
法
人（
利

益
を
目
的
と
し
な
い
法
人
）の
会

計
を
処
理
す
る
基
準
が
大
き
く
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
会
館
内
の
四
事
業
団
体
は
全

て
公
益
法
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
を
機
に
、各
団
体
が

個
別
に
処
理
し
て
い
る
会
計
事
務

を
、何
と
か
共
同
化
で
き
な
い
か
、

と
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。四

名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
”
事
業

団
体
事
務
共
同
化
検
討
委
員
会

“
か
ら
三
月
三
十
一
日
、将
来
に

向
け
て
の
活
動
の
強
化
と
効
率
化

の
た
め
、次
の
よ
う
な
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。労
福
協
幹
事
会
は

こ
れ
を
受
け
、こ
の
先
の
組
織
の

あ
り
方
と
活
動
体
制
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
入
居
団
体
会
議
◆

　

年
1
〜
2
回
開
催
し
て

い
る
入
居
団
体
会
議
を
三

月
二
十
四
日
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
年
度
の
賃
貸
料
金
、

自
転
車
置
場
の
整
理
、問

屋
団
地
一
斉
清
掃
、駐
車
場

の
除
草
等
に
つ
い
て
、各
々

か
ら
の
協
力
を
要
請
し
、了

解
さ
れ
ま
し
た
。

◆
県
外
か
ら
視
察
団
◆

　

全
国
会
館
協
議
会
の
加

盟
館
で
あ
る
彦
根
労
働
会

館
か
ら
、十
二
名
の
視
察
団

が
来
館
、間
も
な
く
建
て
替

え
る
た
め
の
参
考
と
す
べ
く
、

各
室
を
案
内
し
ま
し
た
。

◆
酒
井
前
福
井
市
長
来
館
◆

　

十
二
年
の
任
期
を
全
う

し
、二
月
に
退
任
さ
れ
た
酒

井
哲
夫
前
福
井
市
長
が
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
に
来
館

さ
れ
ま
し
た
。当
会
館
建
設

に
あ
た
り
補
助
金
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。長
い
間

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

ろ
う
き
ん
へ
の
公
的

年
金
等
の
振
込
み
を
し

て
い
る
顧
客
の
団
体
で

あ
る『
福
井
県
ろ
う
き
ん

友
の
会
中
央
会
』で
は
、

こ
れ
ま
で
の
念
願
の
目

標
で
あ
っ
た「
年
金
一
万

件
」を
達
成
し
た
こ
と
に

伴
い
、去
る
三
月
三
日

（
金
）、福
井
市
の
厚
生

年
金
会
館
に
お
い
て『
感

謝
の
集
い
』を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平

成
六
年
に
労
金
の
事
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た「
ろ
う
き
ん
へ
の

年
金
指
定
一
万
件
」の
目

標
が
昨
年
七
月
に
晴
れ

て
到
達
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で「
助
け
合

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

を
通
し
て
様
々
な
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
を
お
招
き
す
る
中

で
、労
金
関
係
者
を
含
め

総
勢
八
六
名
の
出
席
の

も
と
、盛
大
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、記
念
式
典

の
あ
と
、各
地
区
友
の
会

よ
り
参
集
さ
れ
た
会
員

の
皆
さ
ん
よ
り
歌
・
踊
り

な
ど
得
意
の
趣
味
を
披

露
さ
れ
る
な
ど
、和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
で
お

互
い
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て

今
後
も「
地
域
に
根
ざ
し

た
」ろ
う
き
ん
友
の
会
を

目
指
し
て
高
齢
者
福
祉

の
運
動
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
も
同
時
に
誓
い
合

い
ま
し
た
。
　

　

労
福
協
と
同
じ
く
労

働
者
福
祉
の
事
業
を
進

め
て
い
る
労
働
者
福
祉

基
金
協
会
は
、平
成
十

七
年
度
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、図
書
の
対
外

贈
呈
を
決
め
て
い
ま
し

た
が
、こ
の
程
光
道
園

に
対
し
て
点
字
図
書

（
六
八
冊
・
約
九
万
五
千

円
）を
贈
呈
し
ま
し
た
。

目
の
不
自
由
な
方
は
書

籍
に
接
す
る
機
会
も
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
、基
金
協
会
の
理

事
会
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。光
道
園
で
は
数
十

名
の
方
々
が
点
字
図
書

を
必
要
と
し
て
お
り
、

今
後
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

○県・市町村・労働者自主福祉
事業団体から出捐金をだして
もらい、その果実で活動する。
（出捐金 約271,600,000円）

○出捐した団体から役員を選
び、理事、監事等11名で構成。
理事長は馬場労福協会長。
労福協と共同して事業団体活
動推進、文化・体育事業、研修
会の開催を行っている。

◆
法
律
問
題
が
多
い
◆

　

県
内
八
市
の
会
場
に
は

深
刻
な
顔
で
受
付
け
す
る

人
、比
較
的
さ
わ
や
か
な
態

度
の
人
、と
様
々
で
し
た
。

相
談
の
内
容
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
、法
律
に

関
わ
る
も
の
が
多
く
、ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
処
法
を
参

考
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
し
た
。

◆
自
治
体
広
報
紙
強
し
◆

　

こ
の
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、毎
回
心
配
す
る
こ

と
は
お
知
ら
せ
の
方
法
で

す
。主
と
し
て
新
聞
広
告
と

自
治
体
広
報
紙
で
す
が
、来

場
者
に
問
い
か
け
る
と
広

報
紙
が
媒
体
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。九
割
の
人
々

が
占
め
て
お
り
、自
治
体
の

信
頼
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
も
い
え
ま
す
。

◆
次
回
は
七
月
に
実
施
◆

　

第
三
年
次
と
な
り
ま
す

が
、来
る
七
月
に
県
下
九
市

で
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
も

広
報
の
役
目
を
果
た
し
て

下
さ
い
。

　

二
〇
〇
六
年
度
に
入

り
、《
ろ
う
き
ん
》も
新
た

な
事
業
方
針
の
も
と
、

様
々
な
行
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。行
動
の
基

本
は『
働
く
も
の
の
生
活

応
援
』に
お
い
て
お
り
、会

員
組
合
員
の
生
活
利
便

向
上
に
む
け
た
運
動
や

未
組
織
勤
労
者
の
方
々

に
幅
広
く「
知
っ
て
も
ら

う
」活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
度
は
北
陸

ろ
う
き
ん
誕
生
か
ら
５

周
年
に
あ
た
り
、こ
れ
を

機
会
と
し
て
ろ
う
き
ん

の
存
在
意
義
を
一
段
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

働
く
も
の
の
生
活
向

上
の
実
現
や
利
便
性
の

追
及
は
そ
の
ま
ま
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
現
れ
て
き

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
中
で
ろ
う
き

ん
と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
、年
代
層
に
よ
っ
て
異

な
る
金
融
ニ
ー
ズ
に
資

産
形
成
・
資
金
需
要
と

い
っ
た
面
で
お
応
え
で
き

る
提
案
を
行
う
こ
と
を

課
題
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、多
重
債
務
の
防
止
・

救
済
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

　

環
境
・
障
害
者
福
祉
と

い
っ
た
分
野
へ
の
社
会
的

活
動
へ
の
参
加
に
も
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。具
体

的
に
は
、預
金
や
ロ
ー
ン

な
ど
の
商
品
へ
の
展
開
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
活
動
助

成
、還
暦
野
球
へ
の
協
賛

や
学
童
野
球
主
催
を
通

じ
た
健
全
育
成
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

二
〇
〇
六
年
度
は
北

陸
ろ
う
き
ん
に
統
合
し

て
５
周
年
と
な
り
ま
す
。

改
め
て『
働
く
も
の
の
ろ

う
き
ん
』と
し
て
、家
計

見
直
し
・
ロ
ー
ン
一
本
化

を
は
じ
め
と
し
た
生
活

応
援
運
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
と
と
も
に
、各

地
域
に
お
い
て
記
念
イ
ベ

ン
ト
や
記
念
懸
賞
な
ど

の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

会
館
内
団
体
の
事
業
共
同
化
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

会
館
内
団
体
の
事
業
共
同
化
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

ユニオンプラザ短信

　

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、次
の
よ
う
な
事
象
が
あ
り
ま
す
。

失
業
・
不
安
定
雇
用
の
拡
大
と
社
会
保
障
制
度
の
危
機

　

○
企
業
の
総
額
人
件
費
消
滅
←
パ
ー
ト
・
派
遣

　

○
契
約
労
働
者
な
ど
不
安
定
の
増
大
←
労
働
組
合
組

　
　

織
率
の
低
下（
2
0
0
4
年
推
定
組
織
率
1
9
.
2
％
）

　

○
フ
リ
ー
タ
ー
、ニ
ー
ト
の
増
加
←
社
会
保
険
未
加
入
、

　
　

未
納
の
増
大
←
社
会
保
険
の
空
洞
化

　

○
正
規
従
業
員
不
足
←
長
時
間
労
働
、過
労
・
ス
ト
レ
　

　

ス
増
加

少
子
・
高
齢
化
の
一
層
の
進
行

　

○
子
育
て
支
援
、介
護
シ
ス
テ
ム
の
遅
れ

　

○
女
性
労
働
者
、パ
ー
ト
等
労
働
者
の
増
加
←
組
織
化

　
　

の
遅
れ

　

○
人
口
減
少
、高
齢
者
人
口
の
急
増
←
労
働
力
減
少

家
族
の
支
え
・
企
業
福
祉
・
公
共
事
業
の
限
界

　

○
少
子
化
、核
家
族
化
←
高
齢
家
族
、単
身
化

　

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

　

○
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
変
化
←
企
業
内
福
祉
の
　

　

抑
制
の
遅
れ

　

重
点
的
に
次
の
よ
う
な
課
題
に
と
り
く
み
ま
す
。

㈰
連
合

　

〜
組
織
率
20
％
未
満
の
危
機
突
破
〜

　

労
働
運
動
の
再
生
・
活
性
化

　

○
労
働
運
動
、労
働
者
福
祉
運
動
の
再
結
集
を
は
か
り
、

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
の
総
力
戦
で
挑
戦
。（
連
合
、労

　
　

福
協
、労
金
、労
済
、志
を
同
じ
く
す
る
N
P
O
等
）

　

○「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
連
合
運
動
」を
め
ざ
し
、地

　
　

協
の
再
編
と
専
従
者
配
置
に
よ
る
取
り
組
み
推
進
。

㈪
労
福
協

　

○
事
業
団
体
、労
働
団
体
、N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

　
　

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

　

○
福
祉
な
ん
で
も
相
談
活
動
の
全
国
展
開

　

○
退
職
者
・
高
齢
者
と
の
連
携
・
支
援
、団
塊
世
代
の
地

　
　

域
活
動
参
加
へ
の
支
援

　

○
現
在
進
め
て
い
る
各
取
り
組
み
の
一
層
の
強
化
・
拡
充

㈫
労
働
金
庫

　

○
連
合
、福
祉
事
業
団
体
、N
P
O
等
と
の
連
携
を
強

　
　

め
、労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
構
築
。

　

○
新
規
加
入
会
員
の
拡
大
、若
年
・
女
性
、組
合
に
組
織

　
　

さ
れ
な
い
一
般
勤
労
者
と
の
取
引
促
進
。

　

○
生
涯
取
引
を
強
化
す
る
た
め
、団
塊
世
代
の「
友
の
　

　

会
」へ
の
加
入
促
進
と
離
・
退
職
者
の
継
続
取
引
の
　
　

た
め
の
受
け
皿
組
織
の
構
築
、「
友
の
会
」と
地
域
互
　
　

助
会
を
包
含
し
た
ク
ラ
ブ
組
織（
仮
称
・
グ
ッ
ド
マ
　
　

ネ
ー
ク
ラ
ブ
）の
検
討
開
始
。

　

○
研
修
会
、学
習
会
、相
談
会
、多
重
債
務
防
止
に
向
け

　
　

た
消
費
者
教
育
の
展
開
な
ど
、生
活
応
援
運
動
の
強

　
　

化
・
推
進
。

㈬
全
労
済

　

○「
生
活
保
障
設
計
運
動
」の
展
開
で
組
合
員
と
接
点
　

　

を
密
接
に
し
、リ
タ
イ
ア
後
も
見
据
え
た「
生
涯
生
　
　

活
保
障
設
計
運
動
」の
実
践
で
生
涯
組
合
員
の
実
現
。

　

○
高
齢
者
向
け
商
品
開
発
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
　

　

通
じ
、リ
タ
イ
ア
後
の
継
続
利
用
。

　

三
月
二
十
三
日
、労
福
協
、連
合
福
井
、労
働
金
庫
県
本

部
、全
労
済
福
井
の
四
者
代
表
が
協
議
し
、こ
の
先
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
む
け
て
の
基
本
的
な
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
ま
す
。

◇
連
合
、労
福
協
、労
働
金
庫
、全
労
済
な
ど
に
よ
る
連
携

　

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）を
強
化
す
る
こ
と
で
、多
様
な
活
　

動
と
地
域
に
お
け
る
安
心
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献
　

す

る
こ
と
を
目
指
す
。

◇
こ
の
た
め
、連
合
が「
地
方
連
合
会
・
地
域
協
議
会
改
革

　

の
具
体
的
実
施
計
画
」（
第
9
回
大
会
議
案
）で
示
す
全

　

国
1
0
0
の
モ
デ
ル「
地
域
協
議
会
」（
地
協
）を
こ
の
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
拠
点
と
す
る
。

◇
連
合
・
地
協
と
各
団
体
と
に
よ
る
共
同
事
業（
活
動
）を

　

運
営
す
る「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）等
　

を
設
け
、一
元
的
な
相
談
対
応
と
各
種
生
活
に
係
る
支
　

援
を
行
う
。

《
各
団
体
の
取
り
組
み
効
果
》

【
連
合
】

　

○
地
域
住
民
た
る
組
合
員
は
じ
め
未
組
織
労
働
者
、市

　
　

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
拡
大

　

○
地
域
に
顔
の
見
え
る
存
在
ア
ピ
ー
ル

【
労
福
協
】

　
　

生
涯
設
計
や
相
談
事
を
総
合
的
に
支
え
、不
安
や
悩

　

み
に
応
え
る
に
は
、労
福
協
だ
け
で
な
く
、財
源
、人
材

　

の
確
保
の
点
か
ら
も
幅
広
い
連
携
が
有
益
。

【
労
働
金
庫
】

　

○
若
年
・
女
性
・
中
小
企
業
・
非
典
型
労
働
者
と
の
取
引

　
　

拡
大（
個
人
加
盟
も
可
能
な「
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」と
の

　
　

取
引
拡
大
）

　

○
離
・
退
職
者
と
の
取
引
継
続

　

○
N
P
O
、市
民
団
体
と
の
地
域
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
網

　
　

の
構
築
に
よ
る
広
範
な
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
支
援
体
制

　
　

の
強
化

　

○
勤
労
者
福
祉
運
動
強
化
に
向
け
た
新
た
な
運
動
展
　

　

開
と
人
的
資
源
の
活
用
。

　

○
地
域
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
。

【
全
労
済
】

　

○
地
域
組
合
員
と
の
接
点
拡
大
に
よ
る
共
済
利
用
者
　

　

の
拡
大

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
に
47
名
来
場

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
む
け
胎
動

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
む
け
胎
動

　

労
福
協
と
連
合
は
、全
国
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、労
働
者
や
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、相
談
事
に
対
し
て
原
則
一
回
で
解
決

で
き
る
、と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、正
式
な
名
称
は
こ
の
先
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
第
二
回
目
と
な
る
、く
ら
し
な

ん
で
も
相
談
会
を
、二
月
の
土
・
日
曜
日
に
実
施
し
ま

し
た
。い
つ
の
世
に
あ
っ
て
も
人
々
に
は
悩
み
が
尽
き

ま
せ
ん
。今
回
も
47
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、解
決
へ

の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
現
状

と
り
く
む
べ
き
課
題

福
井
に
お
け
る
四
団
体
協
議
の
場
を
つ
く
る

1.労働福祉会館に位置する次の団体にあっ　
ては、社団法人の会計基準の見直し期にあ　た
り、まず会計処理のソフトをはじめとす　るIT機
器の共同化を図ることが望ましい。
　　■福井県労働福祉会館
　　■福井県勤労者旅行センター
　　■福井県労働者福祉基金協会
　　■福井県労働者福祉協議会
2.IT機器の共同化に際しては会計担当者を　
限定し、情報漏えい、端末機の集中化、事務　
の合理性に対処することが望ましい。
3.2を前提とするとき、各事業団体の人的流　
動性が生じてくることはさけられない。そ　の解
決策としては労福協帰属と出向方式　が考え
られるが、いづれにしても労働条件　等の整備
は必要であろう。これらの課題を　克服しつつ
将来的には、各事業団体の共同　運営、さらに
可能ならば事業を一元化する　ことが望ましい。
4.2・3を追求するとき、併行して労働会館の　
スペースの見直しを検討することが望ま　しい。
5.これらの計画を実現することと、健全運営　
を目指すためには労福協における態勢を　整
えることが必要であると考える。
以上　答申します。
2006年3月31日
　　　　　  事業団体事務共同化検討委員会

法
律
問
題
の
相
談
多
く

法
律
問
題
の
相
談
多
く

労働者福祉基金協会とは…

福井県消費生活センター委託事業

消費者講
座

だまされるな！
消費者テーマ

嶺　北 嶺　南

 お問合せ先　〒福井市宝永3丁目3-1　生協会館内

（社）ふくい・くらしの研究所　消費者講座係
　　　　TEL.(0776)27-0626　FAX.（0776）21-1910
※この講座は、福井県消費生活センターの委託事業です。
※福井ライフ･アカデミーと連携しています。
※個人情報保護法に基づき、お申込み頂いた住所・氏名・連絡先等は、講座目的以外に
　使用したり、第三者に提供したりいたしません。

7月22日(土)　13：30～15：00　
　　介護保険と成年後見制度を学ぶ
　　～高齢者がねらわれています。
        　　　　　　これからの対策は～
生活弱者の高齢者の消費トラブル防止のため
に、家族や地域がしっかりとガードできるよう、
行政サービスや制度についてしっかりと学習し
ます。　
講師：全国消費生活相談員協会
　　 関西支部消費生活専門相談員
会場：福井県民会館　305号室

6月23日(金)　13：30～15：00
　　消費者被害の防止に向けて
　～消費者契約法の一部改正って？～
私たちの消費生活に大きな役割をもつ消費者
契約法が5年ぶりに改正されます。消費者団体
訴訟制度とはどんな制度なのか、詳しく学習し
ます。　

講師：兵庫県弁護士会 上田孝治氏　会
場：嶺南消費生活センター
　　　　　　　（小浜市小浜白鬚112）

8月19日(土)　13：30～15：00　
　　　悪質商法にまけないぞ！
～ロールプレイングで体感！悪質商法対策～
悪質商法の手口や種類、被害防止のための対
策について実際どのような手口でだまされるの
か、体験学習し、相談事例を通した被害未然防
止のための知識を学びます。　

講師　全国消費生活相談員協会
　　　関西支部消費生活専門相談員会
場：福井県民会館　703号室

7月21日(金)　13：30～15：00
介護保険と成年後見制度を学ぶ
～高齢者がねらわれています。これからの対策は～生
活弱者の高齢者の消費トラブル防止のために、
家族や地域がしっかりとガードできるよう、行
政サービスや制度についてしっかりと学習しま
す。　

講師　全国消費生活相談員協会
　　　関西支部　消費生活専門相談員
会場：嶺南消費生活センター
　　　　　　　（小浜市小浜白鬚112）

9月16日(土)　13：30～15：00
　　消費者被害の防止に向けて
 ～消費者契約法の一部改正って？～私
たちの消費生活に大きな役割をもつ消費者契
約法が５年ぶりに改正されます。消費者団体訴
訟制度とはどんな制度なのか、詳しく学習しま
す。

講師　未定　
会場：福井県民会館　305号室

8月18日(金)　13：30～15：00　　　
　悪質商法にまけないぞ！
～ロールプレイングで体感！悪質商法対策～
悪質商法の手口や種類、被害防止のための対
策について実際どのような手口でだまされるの
か、体験学習し、相談事例を通した被害未然防
止のための知識を学びます。　

講師　全国消費生活相談員協会
       関西支部消費生活専門相談員会
場：嶺南消費生活センター
                    （小浜市小浜白鬚112）

“生活応援”を基盤に展開します“生活応援”を基盤に展開します
ろうきん2006年度事業

『
年
金
一
万
件
達
成
』感
謝
の
集
い

盛
大
に
開
催
!

『
年
金
一
万
件
達
成
』感
謝
の
集
い

盛
大
に
開
催
!

ろ
う
き
ん
友
の
会

（
挨
拶
す
る
太
田
中
央
会
々
長
）

消費者講座
受講生募集

答 申（結論のみ）

123
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(1)　改装第20号　2006年4月 改装第20号　2006年4月　(4)

人と暮らし
環境に優しい
福祉社会の実現

発　行　福井県労働者福祉協議会
　　　　福井市問屋町1丁目35番地
電　話　0776-21-5929
編　集　機関紙編集委員会
発行人　龍田清成

2006年4月25日発行
改装第20号

福井市

受付件数 調査済件数 備　　考

あわら市

坂井市

越前市

鯖江市

越前町

南越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市

敦賀市

小浜市

若狭市

100

5

26

33

34

3

16

6

26

40

56

21

2

3

371

100

5

24

33

28

1

15

6

26

38

54

21

2

3

356

旧清水町・美山町含む

旧芦原町・金津町

旧丸岡町・春江町・坂井町・三国町

旧武生市・今立町

旧越前町・織田町・朝日町・宮崎村

旧南条町・今庄町・河野村

旧松岡町・上志比村含む

旧三方町・上中町

計

雪害受付地域別集計表

平成18年豪雪の報告
昨年12月中旬より降り続いた降雪により、福井県内各地の屋根に多大なる損害が発生しました。

全労済でも、各組合員の皆様からの連絡により、4月現在371件の被害受付となっております。

この被害受付に対しまして、災害対策本部を設置し3月5・6日の2日間にわたり、中日本管内の労済

職員の支援を得て、集中的に現場調査を行い、ほぼ調査終了となっております。

なお、今後発生しうる災害受付に関しましては、適時被災された組合員と連絡をとり速やかに対処

する体制をとっておりますので、雪害に関することがありましたら、ご連絡のほどお願い申し上げます。

連絡先　全労済福井県本部　TEL.0776-26-6123

2006年4月現在

労働問題基礎講座

こ
れ
ま
で
に
な
く
好
評
で
し
た
!!

名
前
の
と
お
り
ガ
ッ
ツ

綱
引
大
会
A
W
・
I
が
優
勝

◎
内
容
を
理
解
で
き
た
97
％

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

　

熱
入
る

◎
職
域
チ
ー
ム
も

　

面
白
い

◎
狭
い
場
所
で
も

　

練
習
可

クレ・サラの金利引き下げを求める運動クレ・サラの金利引き下げを求める運動クレ・サラの金利引き下げを求める運動開始

年　代

性　別

理　解

媒　体

以　降

10～20代
40
男　性
244
良く理解
107

組　合
287
次も参加

174

30代
109
女　性
50

少し理解
178

市町広報
3

わからない

112

40代
81

不理解
6

その他
4

不参加

8

50代
59

その他
3

60代
5

計
294

294

294

294

294

経
済
・
生
活
苦
の
自
殺
者

年
間
約
8
0
0
0
人
!!

署名しよう！

  

多
重
債
務
に
苦
し
む
仲
間
を
救
お
う
！

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
利
用
者
は
年
間
２
０
０
０
万
人
以
上
で
、

国
民
の
６
人
に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。リ
ス

ト
ラ
・
業
績
悪
化
に
よ
る
収
入
減
、
悪
徳
商
法
の
被
害
な
ど

様
々
な
原
因
で
多
重
債
務
に
陥
り
、
人
生
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
。

厳
し
い
取
立
て
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
勤
務
先
を
辞
め
る
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
離
婚
す
る
、
返
済
苦
の
た
め
に
罪
を
犯
す
…
。２

０
０
４
年
の
経
済
・
生
活
苦
に
よ
る
自
殺
者
数
は
７
９
４
７
人
。

平
均
す
る
と
１
日
２
１
人
以
上
。
職
場
の
仲
間
を
守
る
た
め
に

も
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

 
 

出
資
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
上
限
金
利
は
２
９
．２
％
で
す
が
、

民
事
上
有
効
と
さ
れ
て
い
る
の
は
利
息
制
限
法
（
１
５
〜
２
０

％
）に
よ
る
貸
付
で
、そ
の
間
の
金
利
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
。制
限
金

利
を
超
え
て
も
罰
則
が
な
い
た
め
、
平
均
２
５
％
も
の
高
金
利
を

取
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

 

公
定
歩
合
が
０
．１
％
、銀
行
の
貸
出
金
利
が
年
２
％
以
下
に
対

し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
金
利
は
銀
行
金
利
の
10
倍
以
上
。

出
資
法
の
上
限
金
利
を
、
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
早
急

に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

 

２
０
０
３
年
７
月
に
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、

出
資
法
の
上
限
金
利
は
こ
の
法
律
の
施
行
後
３
年
を
目
途
に

見
直
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。い
よ
い
よ
来
年
１
月
。
上
限

金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
、
法
改
正
に
向
け
て
運
動
の
強
化
・
拡

大
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自殺者総数と経済・生活苦による自殺者の推移

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

自
殺
者
総
数
（
人
）

経
済
・
生
活
苦
に
よ
る
自
殺
者
（
人
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現
在
、
多
重
債
務
者
は
１
５
０
〜
２
０
０
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
る
最
大
の
原
因
は
「
高
す
ぎ
る
利

息
」
。
現
行
の
法
制
は
出
資
法
の
ほ
か
に
利
息
制
限
法
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
業
者
は
出
資
法
と
利
息
制
限

法
の
間
に
あ
る
金
利
を
活
用
。２
０
０
３
年
７
月
に
ヤ
ミ
金
融
対

策
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
出
資
法
の
上
限
金
利
は
こ
の
法
律

施
行
後
３
年
を
目
途
に
見
直
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
１

月
ま
で
、
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
、
法
改
正
に
向
け
て
運
動

の
強
化
・
拡
大
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

出資法金利 【年】
（グレーゾーン）

刑事罰対象金利

出資法の上限金利の流れ

合法金利（利息制限法） 【年】

15～20％

109.5％

1983
改正

73.08％
1986
改正

54.75％ 1991
改正

40.004％ 2000
改正

29.2％

署名しよう！

２
０
０
７
年
１
月
法
改
正

上
限
金
利
の
引
き
下
げ
を

   

金
利
２
９
・
２
％
は
高
す
ぎ
る
。

2007年1月
見直し予定

皆さん1,000万署名に全力投入を!!

　

毎
年
各
地
域
単
位
で
開
催
し
て
い
る
講
座
を
、二
月
に
集
中
し
て
開
講
し
ま

し
た
。回
を
重
ね
る
毎
に
テ
ー
マ
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、今
回
は
”
職
場

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
“
を
希
望
し
た
会
場
が
多
く
あ
り
、専
門
医
師

の
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
の
大
雪
に
よ
り
実
施
を
延
期
し
て
い
た
、

第
十
六
回
勤
労
者
綱
引
大
会
を
、三
月
十
二
日
開
催
。

日
程
変
更
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム
は
ほ
ぼ
変
化
な
く
、

三
十
チ
ー
ム
が
力
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。こ
の
大
会
は

県
内
チ
ー
ム
限
定
の
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、綱
引
連
盟

の
方
々
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

〔アンケート結果〕

優　勝

準優勝

第3位

鷹巣綱引クラブ

一般男子の部

寛兵衛

40シグナルズ
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成績結果　　　　　　　福井市北体育館　2006.3.12

会員の皆様へ

ユニオントラベル福井

大感謝企画
なんと、パスポート券が

1,500円です

近畿日本ツーリスト＆
ユニオントラベルスペシャルデー

６つの王国 芝政ワール６つの王国 芝政ワール
ユニオントラベル福井は、日頃お世話になってます会員及び組合員の皆様へ、5月13日
（土）・14日（日）・15日（月）の3日間「芝政ワールド」のスーパーパスポート券を、なんとお一
人様＠1,500円にて限定販売することとなりました。当日は、芝政内のアトラクション施設
（パットゴルフ、ゴーカート、アーチェリー、クレー射撃などのアクティビティや、ジェットコース
ター・バイキングなど）全てが
利用できるスーパーパスポートですので、追加料
金は食費のみ。この機会に、芝政ワールドで楽しい
1日をご家族・お仲間等でお過ごしください。

1.参加資格　組合員ご本人や、そのご家族・友人・知人など
2.参加人員　何名様でも可。（本人、家族、友人、知人など）
3.費　　用　スーパーパスポート券が・・・なんと1,500円　大人、小人（3歳～小学生）同額
　　　　　　　（通常価格＝大人3,500円  小人2,500円）
4.実施日時　平成18年5月13日（土）・14日（日）・15日（月）の3日間いずれか1日のみ。
5.入場方法　芝政ワールド入場ゲートにて、パスポート引換券と当日のパスポートを交換します。
6.申込方法　お電話等にて、直接担当者宛にお申込みください
7.送金方法　お申込み後、担当者へ直接ご入金いただくか、北陸労働金庫各支店のユニオントラベ
　　　　　　ル福井の口座に合計金額をお振り込みください。
　　　　　　担当者が入金と引換に、パスポート交換券をお渡しするか、振り込み入金を確認次第、
　　　　　　パスポート券の引換券をご送付します。

ご利用条件

公益法人として、低い保証料率で
保証業務を行っています。

公益法人として、低い保証料率で
保証業務を行っています。
平成18年3月末実績

●保証残高… 18,142件で472億1,848万円の
保証をしています。

●平成17年4月～平成18年3月の保証引受
4,200件で102億5,987万円の
保証をしました。

●平成17年4月～平成18年3月の代位弁済

116件で1億1,640万円の代位弁
済を行いました。

●現在の保証料率
無担保ローン：年0.6％～年1.6％
有担保ローン：年0.15％～年0.40％

　　　　＊代位弁済の推移＊
平成12年度　152件　162,326千円
平成13年度　125件　108,885千円
平成14年度　143件　149,990千円
平成15年度　145件　132,135千円
平成16年度　115件　187,626千円

＊公益法人としての保証機関は、年2％以上の保証料は認められません。＊

〔開催結果〕
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福井労信協の現況福井労信協の現況福井労信協の現況


